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以前のジニ係数は 0.2 であったが、2000 年には 0.415 に上昇して、警戒ランといわれる 0.4 を超
えていた。2009 年、世界銀行が公表した数字によれば、中国のジニ係数はすでに 0.47 になり、
危険な 0.5 に近づいていた。
中国の北京大学の研究グループが 2013 年 8 月 3 日に発表した調査結果によると、中国都市部






























































比重は減る一方だ。2002 年以前はほとんど 50％を超えたが、2003 年は 49.6％となり、2007 年は



















第二、都市化を推進するのは今の中国政府のもう一つの重要な政策だ。2012 年 12 月 15 日～





今回打ち出された新型都市化は 2020 年までに都市化率を 60%、2030 年までに 65 ～ 70% に引き
上げるという目標であり、これから 10 年間に 40 兆元（約 640 兆円、1 元＝ 16 円で換算）を投じ、
約 2 億人（農村人口）を都市に移住させる計画である。














る。そして、中国政府は『中西部高等教育振興計画（2012 － 2020 年）』を公表し、2012 年から






























また、中国国家統計局が公表した数値によると、2011 年、都市部住民の 1 人当たり可処分所
得と農村住民の 1 人当たり純収入の比は 3.13：1 となり、2010 年の同比率は 3.23：1 だった。こ
の両者の格差が依然として大きかったが、2011 年、全国農村部住民の 1 人当たり純収入は 6977
元で、価格要素を差し引いた実質伸び率は 11.4％となり、都市部住民の 1 人当たり可処分所得は
2 万 1810 元で、価格要素を差し引いた 1 人当たり可処分所得の実質伸び率は 8.4％となる。1998
年以来、農村部住民の収入の増長率は始めて都市部住民のそれを超えた。収入について見ると、
格差が縮小する傾向にある。
そして、中国は家族と親戚そして友人の間に、互いに助ける伝統がある。結婚や春節や子供の
誕生日などの時、互いにお祝いのために金銭を送る慣習もある。互いに送ると言っても、実は富
裕である方がもっと多くのお金を出す。困るとき、互いにお金を借りるのは当たり前のことだと
思われる。利子もないし、返還期限も厳しくない。たまには全額返還しなくてもいい。
国有企業を復活することによって、社会格差を是正しようと言う主張もあるが、恐らく、近い
将来のうちに、そういう方向に転換する可能性がない。発展によってもたらされた問題ならば、
発展によって解決されるべきだ。より健全な市場体制を構築する以外、格差を解決する方法がな
い。中国では、格差の問題を解決する主役は、もちろん政府だが、一般国民としての努力も必要
だ。国民はマスコミなどを通じて、官僚の仕事を監督し促進していきながら、自分自身も社会格
差を解消するために、できる限りのことをすべきだ。
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